
 

 

 

 

 

 

令和４年度 学校評価シート      青梅市立第七中学校 

この「学校評価シート」は今年度における本校の教育活動について、学校で自己評価を行うとともに、学校運

営連絡協議会委員の皆様に「学校関係者評価」として評価していただいたものです。ここで指摘された課題を整

理し、次年度に生かしてまいりたいと存じます。 

 

 

 

項
目 

経営 
目標 

本年度の 
重点 

具体的な方策 
評 
価 

分析結果 改善策 

学校関係者 
評価記入欄 学校の見解と今後の

方向性 評
価 

コメント 

確
か
な
学
力 

基礎・
基本を
大切に
し、わ
かる授
業の実
現 

繰り返し学
習の定着、ﾀ
ﾌﾞﾚｯﾄﾊﾟｿｺﾝ
の活用を通
して､個に応
じた学習指
導を充実さ
せる。 

学力向上推進プラン
の下、ﾀﾌﾞﾚｯﾄﾊﾟｿｺﾝの
活用など、生徒の興
味、関心を引き出す授
業の充実を図る。 

B 

概ね達成で
きているが
「A」評価
をする教員
は半数を超
え な か っ
た。 
 
 
 
 
 
 

ICT の活
用に向け
た研修を
更に充実
させる。 

Ｂ 

･ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟｸﾗｽ
については受講
者に対して講師
の数が少ないよ
うに感じた。 
･全国、都の学力
調査の結果が上
回っているの
は、経営目標の
｢基礎基本を大
切にし、わかる
授業の実現｣は
達成できている
と感じます。引
き続き生徒に寄
り添った授業を
行ってくださ
い。 
･SNS など ICT
は世の中に溢れ
ています。指導
内容は常に変わ
り、指導者の知
識もより高度な
ものを求められ
ます。研修の充
実、一層の努力
をお願いしま
す。 
･少人数校で個
に応じた指導は
保護者の期待の
一つだと思いま
す。今後も継続
をお願いしま
す。 
 

･ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟｸﾗｽの講
師については市教
委を通して募集し
ましたが申し込み
がありませんでし
た。継続する事業
ですので適任者が
いましたらご紹介
ください。 
･ICT機器の活用が
「個別最適な学
び」につながると
言われています。
今後も機器の有効
活用に向け研修を
進めます。 
･本校の特色である
「少人数を生かし
た指導」が生徒の
基礎基本の定着に
つながります。今
後も継続してまい
ります。 

学習相談や学習の記
録を活用し、個に応じ
た学習指導の充実を
図る。 

B 

相談活動を
充実させる
ことで、個
に応じた指
導につなが
った。 
 
 
 
 
 
 

今後も継
続した取
り組みを
続ける。 

Ｂ 

放課後学習教室、学力
向上対策事業への参
加を促す等、課外学習
の充実を図る。 

B 

ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟｸ
ﾗｽの受講者
数を増やす
ことができ
た 
 
 
 
 
 
 

相談活動
を通して
更に充実
させてい
く。 

Ｂ 

豊
か
な
心 

豊かな
人権感
覚と、
規範意
識のあ
る生徒
の育成 

思いやりの
心、他を認
め、支え合う
心を育むと
ともに、いじ
めを許さな
い心の指導
の充実を図
る。 

特別の教科道徳、道徳
授業地区公開講座を
はじめ日々の道徳教
育を充実させる。 

B 

道徳の授業
をはじめ、
すべての教
育活動を通
して道徳教
育を推進し
概ね達成で
きた。 
 
 
 
 
 
 

生徒の思
いやりの
意識を高
め る た
め、その
時の課題
に応じた
指導を充
実 さ せ
る。 
 

Ｂ 

･校内外におい
て地域講師によ
る授業を実施
し、子供たちの
地域愛を育む教
育が行われてい
ると感じる。ま
た、生徒主催の
行事も多く企画
され、自立心の
向上につながっ
ていると思う。 
 
 

･｢青梅学｣｢成木学｣
は本校の特色であ
り、それを通して
育んだことが｢地域
を大切にする心｣に
つながります。ｺﾛﾅ
禍でなかなか進ま
なかった地域との
連携やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動
が徐々に再開され
ます。今後も様々
な活動を通して｢豊
かな心｣を育んでい
きます。 
 

学校ホームページ：https://www.city.ome.tokyo.jp/school/daishichi-j/

＜学校経営方針の重点＞ 

１ 確かな学力の定着（知）    ２ 豊かな心の育成（徳） 

３ 健やかな体の育成（体）    ４ 開かれた学校づくりの推進 



学校行事･生徒会活動
等、体験活動を充実さ
せ､主体的な活動､感
動する心を育む。 

B 

生徒会や実
行委員が中
心となり活
発な委員会
活動や生徒
会企画行事
等を行うこ
と が で き
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各行事に
おいて生
徒の活動
を増やす
ことで、生
徒の自主
性の伸長
を図る｡ 

Ｂ 

･｢豊かな心｣の
育成は人生の中
で大事なことな
ので、引き続き
道徳の授業、生
徒主体の行事を
充実させてくだ
さい。 
･校外活動の方
もコロナの状況
を見ながら実施
し、色々な方々
と交流を深め
て、豊かな心を
形成していって
ほしいです。 
･社会に出る一
歩として道徳の
授業は重要だと
思います。大人
数の学校で指導
されていた教員
もいらっしゃる
と思うので、実
態を踏まえた指
導をお願いしま
す。 
･体育大会や発
表会は自己実現
だけでなく、一
丸となって目的
を達成させる姿
勢が伺えます。
生徒をそこに導
く指導の成果だ
と思います。 
･以前は成木小
や地域の行事で
もﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動
をしていまし
た。コロナ禍で
規制されていた
と思いますが、
現実を踏まえて
活動を復活して
ください。 
 

･学校行事や生徒会
活動は、生徒の心
の成長において重
要な取り組みで
す。生徒の主体的
な取り組みを通し
て成長を図ってい
きます。 

福祉体験学習･ボラン
ティア活動を通して
他者を認める心を育
む。 

B 

校内での体
験活動を通
してﾎﾞﾗﾝﾃｨ
ｱﾏｲﾝﾄﾞを育
む教育を進
めることが
できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

コロナの
状況を見
ながら、
できる範
囲での校
外活動を
進めてい
く 

Ｂ 

健
や
か
な
体 

心身と
もに健
康で、
たくま
しい生
徒の育
成 

健康的な生
活リズムを
確立し、健康
増進、体力向
上を図る。 

体育的行事や部活動
を通して、運動の大切
さを育む指導を充実
させる。 
 

B 

体育大会や
マラソン大
会など工夫
しながら実
施でき、運
動の大切さ
を育む教育
に つ な げ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部活動の
地域移行
の動向に
注視し、
円滑な部
活動運営
につなげ
る。 

Ｂ 

･ﾏﾗｿﾝ大会での
生徒の走りや放
課後の部活動の
様子から、生徒
の体力向上に向
けての先生方の
取り組む姿勢が
見て取れた。 
･近年中学生の
平均身長が小さ
くなったとニュ
ースで見まし
た。原因は成長
期のﾀﾞｲｴｯﾄで必
要な栄養が採れ
ていない。中学
校としては教育
していると思い
ますが、食育の
必要性を生徒に
再認識してもら
いたい。 
･中学生は身体、
心身的にも大事
な時期だと思う
ので、発育に合
わせた指導や部
活動の充実をお
願いします。 
･基本的には生活
習慣は家庭で身
に付けることだ
と思いますが、学
校の指導で気付
きと改善をお願
いします。 

･ｺﾛﾅ禍等で実施で
きなかったﾏﾗｿﾝ大
会が4年ぶりに開
催できました。こ
れも地域の皆様の
ご理解ご協力のお
かげです。ありが
とうございまし
た。 
･生徒の健康的な生
活を保つためには
学校と家庭との連
携が重要です。学
校での活動を発信
するとともに家庭
に任せることはお
願いしながら、生
徒の健全育成を図
っていきます。 



体力テストの結果を
分析し、体力向上に向
けた教育環境を整え
る。 

B 

保健体育の
授業を中心
に環境を整
えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一人一人
の生徒の
体力向上
に向け、
観察、課
題提示を
行い、体
力向上を
図る。 

Ｂ 

･ｺﾛﾅ禍の折、い
つも市民運動会
にはﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ頂
いている活動も
出来ない事、残
念に思います。 
･小中ﾏﾗｿﾝ大会
も PTA、地域の
皆様と交流がで
き良かったと思
う。 
 
 
 

家庭と連携し、毎日の
規則正しい生活リズ
ムの定着を図る。 
 

B 

個々生徒の
違いをとら
え、生徒の
課題改善に
向け取り組
むことがで
きた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個別指導
や保護者
会、各種
たより等
で規則正
しい生活
の協力を
呼びかけ
ていく。 Ｂ 

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り 

地域、
保護者
に信頼
される
学校づ
くりの
推進 

地域人材と
の協働学習
や地域施設
との交流活
動の充実を
図る。 

地域人材を講師とし
て招聘した協働学習
の充実を図る。 
 

B 

感染予防を
図りながら
地域人材を
活用した授
業を計画的
に実施する
等概ね達成
できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後も地
域学習を
充実させ
るために
、多くの
地域の方
の協力を
得ながら
進めてい
く。 

Ｂ 

･各学年毎公開
講座、校外での
体験学習など、
成木についての
地域講師による
授業の実施によ
り、生徒たちの
地域に対する理
解が深まったも
のと考える。 
･学校だよりは
情報が簡潔にま
とまっており読
みやすかった
が、HPについて
はもう少しこま
めに更新し、学
校をｱﾋﾟｰﾙする
ことが必要では
と感じた。 
･地域活動され
ている若い方に
講師をお願いし
ていくのも良い
のではないでし
ょうか。 
･今後も成木地
区の生徒が増え
る見込みがない
ので、小規模特
別認定校制度の
認知度を上げて
頂きたいです。
成木地区から小
中学校がなくな
らないようにし
たい。 
･学年だよりの
発行を増やして
ほしい。 
･知識、経験を持
った地域人材の
活用は得る事が
多いと思うので
継続していただ
きたいです。 

･地域の方を講師に
お迎えした取り組
みは今後も重視し
ていきます。多種
多様な方にお力を
お貸しいただきた
いと思いますの
で、適任と思われ
る方がおりました
らご紹介くださ
い。 
･学校からの情報発
信については学校
便りで行ってお
り、今後も継続い
たします。（ちなみ
に学級だよりはク
ラスごと生徒、保
護者に配布してい
ます。） 
･学校のHPは昨今
全国で問題になっ
ている挿絵等の著
作権問題からその
確認のため更新さ
れていません。現
在学校HPの在り
方を含め次年度再
開に向けて準備を
しております。も
うしばらくお待ち
ください。 

成木地区の環境を生
かした教育を進め、小
規模特別認定校制度
の充実を図る。 

B 

地域と連携
しながら、
小規模特認
校として目
指す成木地
区にある物
を教材にし
た教育を進
めることが
できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成木地区
ならでは
の教材を
更に掘り
起こし本
校の特色
ある教育
を充実さ
せる。 

Ｂ 



学校の情報を各種便
りや学校 HPで発信す
る。 

B 

各種頼りは
充実させる
ことができ
たが、HPの
更新や情報
発信に課題
が残った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

HP の 整
備を進め
、定期的
な情報発
信に向け
て組織的
に取り組
んでいく
。 

Ｂ 

ただ、地域人材
も少なくなって
いるので、将来
を見越して対処
してください。 
･成木地区の環
境を生かした教
育は七中のｱﾋﾟｰ
ﾙポイントの一
つだと思いま
す。地域を生か
した教育の継続
をお願いしま
す。 
･HP には 2018
年の情報が掲載
されています。
ICT の一環とし
ても常に新しい
情報発信は必要
です。特認校入
学を希望する人
は HP は必ず見
ると思います。 
 
 

そ
の
他
の
重
点 

小中一
貫教育
の推進 

成木小と連
携し 9 年間
を見通した
教育の充実
を図る。 

６つの重点活動を進
めるため、合同研修会
や生徒による交流事
業を進める。 
 B 

合同研修会
や連携行事
を予定通り
実施し、小
中連携を進
めることが
できた。 
 
 
 
 

9年間を
見通した
教育の充
実を図る
ため、研
修内容を
充実させ
る。 

Ｂ 

･成木小から七
中への進学率は
決して高くな
い。教育以外の
理由もあると思
うが、魅力ある
教育で進学率
UP を図って欲
しい。進学率の
推移、目標を掲
げ、小中連携を
継続してくださ
い。 
･小中一貫教育
の進捗状況を教
えてほしい。 
･引き続き支援
の必要な生徒に
は特別支援教室
の充実に取り組
んでください。 
･ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟｸﾗｽ
等の活動を増や
し、さらに基礎
学力向上できる
ように指導お願
いします。 
･ｸﾞﾘｰﾝｷｰﾊﾟｰ部
の活動で校内に
花が多く植えら
れ、心和む風景
をつくってい
る。生徒たちの
育む心も育って
いると感じた。 
･ｸﾞﾘｰﾝｷｰﾊﾟｰ部
の活動は SDGs
にも繋がってい
ると思います。 
･障がい者の気
持ちがわかるよ
う、車いすなど
の体験を実施
し、障がい者の
手助けが出来る
ようになってほ
しいです。 
 
 

･小学校から中学校
への進学について
は各ご家庭ごと、
学習や進路、部活
動についての考え
方など、様々なこ
とを考慮し決めて
いることと思いま
す。本校のことを
理解してもらうた
めの取り組みはこ
れからも続けてい
きますし、それに
よって希望者が増
えることはうれし
く思います。 
･校内委員会を充実
させることで、支
援の必要な生徒へ
のｱﾌﾟﾛｰﾁが進みま
した。今後も継続
してまいります。 
･ｸﾞﾘｰﾝｷｰﾊﾟｰ部の生
徒のおかげで校内
環境の整備が進み
ました。しかし、
限られた予算の中
で進めるため難し
い部分もありま
す。 
･ｵﾘﾊﾟﾗのﾚｶﾞｼｰとし
ての取り組みとし
て引き続き障がい
者理解に向けて取
り組むとともに、
今後は様々なｽﾎﾟｰﾂ
体験を考えていき
たいと思っていま
す。 

教育相
談活動
の推進 

校内委員会
の充実を図
る。 

支援を必要とする生
徒の状況を早期に把
握し、個に応じた対応
を促進する。 
 

B 

校内委員会
や特別支援
教室の充実
に向け、工
夫した取り
組みができ
た。 
 
 
 
 
 

特別な支
援が必要
な生徒へ
の対応や
合理的配
慮などに
ついて研
修する。 

Ｂ 

「学び
と心の
育成事
業」の
推進 

学力の向上
や教育環境
の整備を図
る。 

「基礎学力の定着」や
「花と緑のある学校」
を展開するための環
境整備を進める。 

B 

ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟｸ
ﾗｽなどを通
して、個に
応じた学習
支援を行っ
た。ｸﾞﾘｰﾝｷ
ｰﾊﾟｰ部を中
心に植栽活
動を行い、
教育環境の
整備を進め
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これから
も活動を
継続し、
個に応じ
た学習や
落ち着い
て勉強で
きる校内
環境を整
える。 

Ｂ 

オ リ ･
パラレ
ガシー
教育の
推進 

全ての教育
活動を通し
て実践する。 

講演や体験活動を通
して障がい者理解や
ボランティアマイン
ドを育成する。 

B 

障がい者理
解やﾎﾞﾗﾝﾃｨ
ｱﾏｲﾝﾄﾞの醸
成に努める
ことで概ね
達成できた
。 
 
 
 
 
 

生徒が興
味、関心
を持てる
よう、内
容を工夫
、充実さ
せる。 

Ｂ 

 


